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なぜ文書が必要か？

 複数の工程の間で，開発物の情報が正確に行き
届いている必要があるから．

 開発物の情報を文章や図によって正確に記述でき
るから．
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用字と用語の統一の必要性

 情報を正確に伝えるために文書をより読みやすく
する必要があるから．

 1つの単語が複数の意味を持たないようにし，読む
人の混乱を避けるため．

3



統一の対象となるルール

 句点，読点

 音引きの有り無し
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音引きに関するルール

 音引きとは，英語表記で「er，or，ar，y」などが含ま
れるカタカナの単語で，語中や語尾で「－」を添え
ること．

 3語未満のカタカナの単語では音引きはなし．
語尾の音引きなし 語尾に音引きあり

コンピュータ コンピューター

サーバ サーバー

プログラマ プログラマー

語中に音引きなし 語中に音引きあり

イーサネット イーサーネット

ヘッダフォーマット ヘッダーフォーマット

表1 語尾の音引きの有無

表2 語中の音引きの有無
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分野によるルールの違い

分野 句点 読点 音引き

企業 、 。 しない

学会 ， ． しない

JIS規格 ， 。 しない

書籍 、 。 書籍による

表3 分野別のルールの違い
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注意 この表にある句点，読点はすべて全角



企業間の工程の名称・区分の違い

表4 企業ごとに異なる工程の名称と区分
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作成文書と記述項目

 例として，要求，要件定義工程では「要件定義書」
，「システム提案書」などを作成．

 要件定義書では「背景」，「課題」の項目を記述する
が，開発計画書では記述しないなど，記述する項
目が文書間で異なる．
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文書内の図の統一

 文書を読みやすいものにするために，文書内の図
も統一される．

 良く用いられるのがUML，フローチャート，HCPチ
ャート．
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UML(Unified Modeling Language)

 オブジェクト指向に基づいてオブジェクトをモデル化
するための記法．

 オブジェクト指向だけでなく汎用的なモデリング言
語としてもよく用いられる．

 記法は静的な「構造図」と動的な「振る舞い図」に
分けられる．
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クラス図

 オブジェクトの内部にプロパティとメソッドを記述し，
オブジェクト間の様々な関係を記述した構造図．
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シーケンス図

 オブジェクト間の動的なメッセージのやり取りを時
間の流れに沿って表した振る舞い図．

レンタカー
貸出画面

レンタカー
貸出

レンタカー
貸出画面

乗用車

貸出予約

在庫確認

在庫確認

在庫数

在庫数

図2 シーケンス図
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ユースケース図

 システムが提供する機能とその利用者との動的な
関係を記述する振る舞い図

在庫
検索

レンタカー
貸出

レンタカー
返却

レンタカー
貸出

在庫
確認

車両整備
記録

整備担当者

<<include>>

<<include>>
<<include>>

図3 ユースケース図
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フローチャート

 簡潔な記号を用い
て処理やデータの
流れを描く図法

 プログラム以外に
業務プロセスなど
を記述する目的で
も用いられる．

開始

集計とする日付の
範囲を入力

合計を0に初期化

日付範囲の開始日
を指定日とする

集計とする日付の
範囲を入力

指定日の貸出
台数を合計に加算

集計とする日付の
範囲を入力

指定日を1日進める

指定日が日付範囲の
最終日を超えた?

合計を表示

指定日を1日進める

終了

yes

no

図4 フローチャート

処理内容

「入力した期間
の合計貸出台
数を計算する」
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15

フローチャートの図記号の種類(一部)

処理 判断 端子 線

定義済み
処理

データ 手操作
入力



HCPチャート(Hierarchical ComPact 

description chart)

 構造化設計に適するように意識して作られた図法
．

処理の開始 処理の開始 プログラムの
終了

処理 分岐 反復

対象とする日付の
範囲を入力

合計を0に初期化

日付範囲の開始日から
最終日まで繰り返す

当日の貸出台数
を合計に加算

合計を表示

処理内容

「入力した期間
の合計貸出台
数を計算する」

図5 HCPチャートの図記号の種類(一部
)

図6 HCPチャート 16



作業標準の必要性

 開発後の運用・保守で担当者が標準的な開発手
法を把握する必要がある．

 開発手順や文書作成ルールの相違による困惑を
避けることができる．

 以上のことにより生産性が向上する．
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作業標準で定める項目

 ここまで説明してきた用字・用語，工程の名称・区
分など．

 他に，コーディング規約，適用する設計手法など．
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まとめ

 文書は正確な情報をプロジェクト全体にいきわたら
せるために必要．

 文書内の文章や図は統一し，作業標準としてまと
める必要がある．

 UMLなどの図は，プログラミングの場面だけでなく
業務などを簡単に説明するためにも用いられる．
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